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○はじめに 

 みなさんこんにちは。農研機構の瀬筒と

申します。私は生まれが鹿児島で、大学と大

学院が九州大学で、よく実家に帰るときに

国道三号線をバイクで帰ってきて、だいた

い山鹿で一休みして帰るというのをやって

いました。山鹿は馴染みのある地で、こうい

う所でこういったお話ができるのはありが

たく思います。本日はよろしくお願いしま

す。 

 もうひとつ東京大学の大学院の方にも研

究室を持っていますので、もし知り合いに

大学生がいたら勧めていただければと思い

ます。 

 

 

○蚕の研究状況 

まず、農研機構についてご紹介したいと思

います。農研機構は国の農業についての研

究機関で、研究員が 1700 人います。全国各

地に研究所があって、九州では合志市に「九

州沖縄農業研究センター」というのがあり

ます。特に有名なのは、リンゴの「ふじ」や、

ぶどうの「シャインマスカット」は農研機構

が作りました。農業全体に広く研究を行っ

ている機関です。その中で、我々農研機構の

生物機能利用研究部門の中で、ここはもと

もと蚕の研究をやっていたところで、今で

も世界一の蚕の研究機関といえると思いま

す。もともとは新宿御苑の方にありました

が高円寺に研究所が移されまして、特に一

番長い期間が蚕糸試験場という時代でそこ

で研究を行ってきて、名前を変えて今、農研

機構の生物機能利用研究部門となっていま

す。今はつくば市にあります。我々の強みと

しては色々な蚕の品種を持っている点、そ

の研究、繭から糸をとる技術のうち特殊技

術などで蚕糸研究をリードしていく、こう

いった強みを持っています。この蚕糸試験

場は九州では熊本の植木にもありました。

ご存じの方もいらっしゃるかもしれません。
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歴史としては、1983 年に農業試験所に統合

されて今は合志の研究所の方にもあります

けれども、蚕の研究はこちらでは行ってい

ません。蚕の研究はつくば市の方でまとめ

ておこなっていることになります。 

 九州の試験場でどういったことをやって

いるかといいますと、桑の育種、今も使われ

ている「はやてさかり」を育種や、その土地

に合わせた蚕の品種を開発、研究を行って

います。 

また、熊本での養蚕の取り組みといいま

すと、さきほどお話があったように長野濬

平が先進的な取り組みを進めてこられたと

いうところです。またこのあとパネルディ

スカッションで島田裕太さんからお話があ

りますけれども、山鹿発の新しい養蚕の取

り組みで、これは誰も登ったことのない山

を登ることをやっています。実際我々も初

めてこの計画を聞いたときは、「本気か？や

めておけ」と止めたくらい無謀なチャレン

ジです。これは世界初の大規模周年無菌養

蚕システムで、耕作放置地を桑畑に変えて、

今では有機桑ということで有機 JAS 認証も

とって、それを用いて人工飼料を作って昆

虫工場で蚕を飼うものです。理論的にはで

きますが、非常に難しいことです。それを今

できるようになっているのは、素直にすご

いことだと思います。それを用いて色々な

ものを開発するということを、このあと島

田さんが紹介してくれると思います。これ

を立ち上げたのが島田俊郎さんで、残念な

がらもう亡くなられました。第二の長野濬

平というか、熊本蚕業復興の祖として語り

継がれていくのだろうと思っています。本

当に無謀なチャレンジを現実にしたところ

で、非常に優れた功績をあげられた方だと

思います。 

 

○蚕ってすごい 

話はもとに戻って、蚕、シルクってもともと

何がすごいのかっていう話を紹介します。

蚕の一生は、卵から幼虫、四回脱皮して繭を

つくって蛹になって成虫になって卵を産む。

このサイクルが３週間くらいになります。

一番すごいのはたった３週間でこの小さい

のが体重 1 万倍にもなる。つまり、すごい

成長能力を持っていて、体も繭も主にタン

パク質からできていて、その生産能力が高

いというのが特徴です。もうひとつ、蚕はも

のすごく飼いやすくなった、飼いならされ

た生き物で、完全に家畜化された昆虫です。

地球上でもっとも人間に飼いならされた生

き物です。人が世話しないと生きていけな

いのです。もともとは野生のクワコという

のはその辺におります。たくさんいます。そ

れを 5000 年かけて品種改良して、大人しく

なり木にも登れなくなります。そして、繭が

とても大きくなって成虫は飛べないという

ように改良が進んだものになります。また、

その過程で非常に飼いやすくなり、高密度

で飼育できるようになります。特に品質と

性質をそろえるということはとても大事な

のですけど、それができる昆虫は他にいま

せん。ここが非常に良い所で、最近では人工

飼料でも飼育できます。あと室温も結構重

要なポイントで、室温 20～30 度で飼育でき

るので電気代があまりかからないというこ

とです。1 平米 1000 匹くらい飼えて、餌代

も比較的安いということで、比較的低コス

トで飼育できるのも強みです。 

やはり蚕は、シルクが作れるというとこ

ろが何よりも強みで、シルクが生み出せる
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生き物です。一個の繭に 1300～1500ｍの一

本の糸が繋がっています。これはものすご

いことで、一個の繭にスカイツリー２個分

の糸が入っています。ものすごい量です。シ

ルクの特長として、繭から生糸がとれると

いうこと、蛋白質でしか取れない長繊維が

取れる。長繊維が取れるのは今のところ蚕

しかいません。普通は短い繊維を紡いで紡

績の糸になります。長繊維という点はやは

り蚕の強みです。サステナブルで石油を使

わない、あと生分解性っていうのも今後ま

すます強みになると思います。高品質、光

沢、放湿性、こういうところにも優れてい

る。特に放湿性に優れているというのは利

点です。欠点もあって、摩擦に弱くてすぐに

擦れて破けてしまうというところが弱点で

す。なんとかとしたい点ですが、今は加工で

どうにか強くすることが可能ですし、バイ

オ技術で強くしようという研究も進めてい

ます。あと縮みやすいとか黄変しやすいと

か、そもそも高いというのもありますけれ

ども、この辺の課題をなくしていきたいと

考えています。 

ただ事情がちょっと変わってきていて、

2035～40 年には繊維不足になるだろうと

いわれています。世界の人口も増えて、もう

ひとつは石油製品が使えなくなる。それは

マイクロプラスチックの環境汚染問題であ

ったり、二酸化炭素の排出の問題であった

り、特に欧米中心に石油由来製品の使用規

制が始まりつつあります。それに対抗する

ために代替品として何を使うかというと、

レーヨンのセルロース繊維だったり、バイ

オマスプラスチック繊維であったり、日本

の Spiber社がやっている大腸菌でタンパク

質繊維を作ろうという取り組みが進められ

ています。もちろんコットン、綿を増やした

い、もしくはウールを増やしたいっていう

取り組みもありますが、コットンは農薬問

題で農地を広げられない。ウールも羊など

も増やせない。ところがシルクは、土地あた

りの生産性も高くて、桑が CO2 を吸収する

というところもありますので、増やせる。特

に今、世界の蚕の８割くらいを中国が作っ

ていますが、生産が急速に減っています。あ

とブラジルは世界で最も良い品質のシルク

を作っていますけれども、ここも生産が減

っている。というところで、日本がもう 1 回

主要な生産国になれるのでは、という流れ

になっています。 

 

○養蚕の歴史 

またもとに戻って養蚕の歴史ですけれど

も、もともと養蚕は中国で 5000 年前に始ま

って、ヨーロッパ、日本など色々なところに

シルクロードで伝わってきたと言われてい

ます。日本には 2000 年くらい前に、おそら

く中国からはいって来て、江戸時代から盛

んになったといわれています。日本書記に

こういう神様が書かれているなど、文化と

の深いつながりがあります。さきほどの話

でもありましたけれども、蚕は日本経済の

発展を支えていました。シルクと蚕の卵の

輸出が国の輸出の４割以上を占めていたの

です。ものすごい数ですね。当時の自動繰糸

機を作っていた会社が日産であり、今の自

動車産業に繋がっていますし、自動織機を

作っていた企業が今のトヨタであって、や

はり自動車産業に繋がっているということ

で、のちの産業にも繋がっています。 

また、これもさきほどありましたけれど

も、ピーク時 1929 年には農家の数が 221
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万、繭の生産量も 40 万トンで、もちろん世

界一位でした。ところがこれが 1994 年にな

ると 1 万戸、生産量は 13000 トンとなり、

2005 年になると 1590 戸、2022 年になると

全国に 163 の農家しかいなくなりました。

もう絶滅の危機にある。生産量も 40 万トン

あったものが 51 トンと非常に少ない。これ

は化学繊維の普及、国際化の競争で負けた、

あと農家の高齢化が挙げられます。農家の

平均年齢は、日本の平均年齢の 10 歳以上で

す。80 歳になったら辞めて跡継ぎがいなく

てどんどん減っていくという状況になって

います。つまり、伝統産業、文化、技術がな

くなるという危機的な状況なのです。 

従来の養蚕の問題点としては、大規模だ

と儲かりますが、小規模だとなかなか儲か

りにくい。あと桑の枝を切って運ぶのが重

い。高齢化が進んでいる。これらをなんとか

改善しないといけません。 

蚕糸業の伝統文化を守るという取り組み

として、ひとつは世界文化遺産として富岡

製糸場が登録されて文化を守ろうという流

れがあります。さきほども出てきましたが、

富岡製糸場や風穴、天然の冷蔵庫、これらを

遺産として残そうという動きがあります。

また、これも話題になって精神的支柱にな

っていますけど、皇居の中に桑畑があって

蚕を飼う場所があります。毎年皇后さまが

飼育されて、今の代だと天皇陛下や愛子さ

まも手伝っておられます。このように皇居

で蚕を飼うということは非常に精神的にも

中心となって伝統文化を守っていくという

シンボルになっています。ここで飼ってい

る品種は「小石丸」といいます。ここの小石

丸の卵は我々が厳重に管理し、温度を一定

にした冷蔵庫で保管します。そして毎年、菊

の御紋がついた車が蚕を取りにくることに

なっています。 

 また、各地域で色々な養蚕復興の取り組

みが行われていて、最近では生きがい養蚕、

障がい者の方の養蚕の取り組みもあります。

もうひとつこのあとのパネルディスカッシ

ョンでありますが、小学校での蚕の飼育と

いうのも行われています。このようにして、

伝統文化を守るという動きはありますが、

伝統ある技術を活用して産業を興せないか

というのが我々の目的で、研究を進めてい

ます。 

 産業が強かったので研究も進みました。

蚕の研究は日本が強い分野です。メンデル

の遺伝を動物で初めて再発見しています。

原種同士を交配して F1（一代雑種）を作る

と品質が良い、今では園芸作物や家畜では

よく使われているような技術を実用化した

のも蚕が初めてです。色々なホルモンやフ

ェロモンの発展も蚕で行って、ｍRNA を最

初に管理、取り出したのは蚕が初めてです。

コロナのワクチンでみなさん打ったかと思

いますが、そのｍRNA です。ｍRNA は分

解されやすい構造なのですけども、それが

分解されない構造をｍRNA の頭の方にキ

ャップ構造っていうのがあるということを

見つけたのが古市（泰宏）先生です。ずいぶ

ん昔に発見したのですが、その技術がコロ

ナのワクチンに必須のものになっています。

残念ながら昨年亡くなられて、本当は生き

ておられたらノーベル賞に名前が入ってい

たかもしれないので我々としては非常に残

念ですけれども、大きな功績があるという

ところです。 
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○動き出した「蚕」業革命 

 我々の前のボスが世界で初めて遺伝子組

み換え蚕を開発することに成功しました。

目印として、光るタンパク質の遺伝子を蚕

に入れて光るようにしました。この技術を

世界で初めて我々が開発したということで、

養蚕の技術と新しいバイオ技術で蚕の可能

性をさらに広げられるようになりました。

新しい産業をつくろうということを進めて

いて、これを我々は「蚕業革命」と呼んでい

ます。イギリスの産業革命をもじって蚕業

革命と読んでいます。何をやっているかと

いいますと、まずは耕作放棄地の再生です。

ピーク時には 70 万ヘクタールあった桑畑

が、今はほぼなくなりましたが、耕作放棄地

をもう一回桑畑にしてその餌を使って、あ

つまる山鹿シルクでやっているような大規

模な昆虫工業や、農家で飼育したりするこ

とを目指しています。蚕というものはこの

あとも紹介しますけど、ありとあらゆるも

のに利用できます。その原料を作ろうとい

うことです。それも持続可能な体制で作ろ

う、ということで、市場を作っていって、新

しい産業、市場を作っていこうというのが、

我々の目指すところです。 

 どんどん話が変わっていまして、あまり

詳しい話をしておりませんけれども、どこ

かひとつでも引っかかっていただければと

思います。また、あとで問い合わせいただい

たり、自分で調べていただいたりしていた

だければと思います。 

 まず、遺伝子組み換え蚕ですが、これは新

しい育種技術のひとつです。遺伝子組み換

え蚕をどうやってつくるかといいますと、

直径 1mm くらいの蚕の卵に外来遺伝子の

DNA を注射します。この卵の殻が硬いので

一回金属の針で穴をあけて、ガラスの注射

針で DNA を注射します。注射した DNA が

染色体に取り込まれ、新しい遺伝子をもっ

た遺伝子組み換え蚕になって、新しいタン

パク質を作れるようなります。性質が変わ

るわけで、昔長い時間かかっていた育種を

短くできるという技術です。なぜ遺伝子組

み換え蚕をつくるのかというと、もともと

シルクは天然のタンパク質繊維なのですが、

色々な良い特長がある。シルクの繊維を拡

大してみると、フィブロインという 2 本の

繊維と、周りをセリシン、よく化粧品などに

使われますけれども、セリシンという糊が

取り囲んでいて、それがくっついて繭にな

る。通常、糸を取る時はお湯で煮てこの糊を

ほぐすのですが、このセリシンとフィブロ

インがあるのも非常に良い特長です。もと

もと良い性質を持っているシルクをバイオ

技術で、さらに用途を広げられるのです。具

体的にはこのフィブロインというところに

新しい機能をもたらすことで新しいシルク

が作れます。もうひとつセリシンのところ

に新しいタンパク質を吸わせると医薬品の

原料にもなります。このように使い分けも

できて非常に蚕の可能性も広がるというも

のです。 

具体的にどういうものが作れるのかとい

うところを紹介します。高機能化して、高く

売れるものを作っていくということです。 

最初に作ったのは光るシルクで、光るタン

パク質というのは 2008 年に下村脩（おさ

む）先生らがノーベル化学賞をとったもの

です。もともとサンゴは海の紫外線を無害

な波長に変える役割で光っているそうで、

クラゲは何で光っているのか未だに分かっ

ていないと思います。このタンパクは紫外
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線や青色 LED（これもノーベル賞受賞）を

吸収して青い光を緑に変える特徴がありま

す。我々はまず研究目的で光るタンパク質

を入れて、技術が成功したかというのを見

る為に蛍光タンパク質を繭に入れてみまし

た。光る繭から糸をとれるようにしたので

す。最初は技術の確立の目安だったのです

が、意外と綺麗だというところで色々注目

されて、これで服を作ってみようというこ

とになりました。もうひとつは、これを光ら

せなくても普通の光でみても非常に綺麗で

す。染色しなくてもよい。染色は環境汚染の

原因にもなるので、染色不要なカラーシル

クとしても使える。その点でデザイナーの

桂由美さん、ウエディングドレスのデザイ

ンで有名ですけれども、発表してすぐに飛

んできて「ドレスを作りたい」ということで

作っていただいたり、このドレスは論文で

発表したりしています。あとは、カラードレ

スとして発表しました。緑だったりピンク

だったりというものをつくっていました。

また、シルク、光るタンパク質はアート作品

と非常に相性がいい。スプツニ子！さんと

いう、今は東京芸大の准教授のアーティス

トがいますけども、デザイナーの串野真也

さん、レディーガガの靴などをデザインし

ている有名なデザイナーの方ですけども、

彼らと西陣織のすごい技術を持った(株)細

尾と我々が組んで、光る西陣織で衣装を作

ったわけです。これはグッチで展示してイ

ギリスのヴィクトリア＆アルバートミュー

ジアムに収蔵されるに至りました。これを

あつまる山鹿シルクの島田さんがひとつ購

入して、天聽の蔵で展示を行ったこともあ

ります。 

光る以外になにがあるのかといいますと、

超極細シルク、これは世界で一番細いシル

クというのも作りました。これは通常 2.5デ

ニールくらいの糸が、遺伝子組み換えで 1.5

デニールにしました。ナイロンで細いスト

ールを作るのと同じような、非常に軽い高

級なものができました。ちなみに私が今使

っているこのチーフ、これもこの細い糸で

作ったものです。その極細性と、あともうひ

とつ染色性が高いので非常に光沢があって

綺麗なドレスができるということです。高

級繊維として売り出したいということで、

今これも農家で飼えるようになっているの

で、徐々に生産を増やして製品が出来るよ

うにしていきたいと進めています。 

それ以外にどういうものがあるかという

と、蜘蛛です。蜘蛛の糸は強く、地上最強の

糸と言われていて、蜘蛛の糸は鉛筆の芯く

らいの太さがあると飛行機を止められるく

らい強いと言われています。アメリカ軍が

これに注目して防弾チョッキに使おうとい

う研究が昔から行われてきました。スパイ

ダーマンという映画がありましたが、我々

としてはスパイダー蚕を作っていきたいと

いうことで、実際蜘蛛の遺伝子を蚕に入れ

ることを進めています。随分前に第一弾の

蜘蛛の糸シルク、蜘蛛の糸を紡ぐ蚕という

のをつくることに成功しました。しかし実

際なかなか品質が安定しなくて、品質を安

定させるのが難しい。その点で実用化に至

らずに、もっと強い蜘蛛の遺伝子を入れた

蚕をつくろうということで改良中です。シ

ルクは強い方が色々な製品にしやすいので

す。洗濯しやすくなったり洗濯に強くなっ

たりするというところで強い糸をつくろう

と研究を進めています。 

話がどんどん先に進みますけれども、他
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に蚕を何に使えるかといいますと、昆虫工

場として利用する点です。どういうことか

というと、蚕で医薬品や化粧品などを作る

ということです。医薬品の原料をセリシン

の中に分泌させると、水につけるだけで簡

単に取り出せます。しかも人に近いような

タンパク質ができるということで、良い生

産系であります。既にいくつかは実用化さ

れていて、ニットーボーメディカルという

福島に工場のある企業が、医薬品として骨

粗鬆症の検査薬を販売しています。国内シ

ェアはトップです。みなさんが病院に行っ

た時の骨粗鬆症の検査の時にお世話になっ

ているかもしれません。もともと骨や血液

からとっていたのですが、なかなか入手し

づらい。人の血はなかなか使えなくなって

いるということで、他の色々な生産系があ

るのですが、大腸菌や培養細胞など、なかな

かできないところが蚕だと簡単にできるわ

けです。蚕にしかできないものとして実用

化がうまくいった例です。それ以外に群馬

の(株)免疫生物研究所というところが、こ

の分野のパイオニアとして研究を進めてい

て、化粧水の原料としてこのコラーゲンを

使って化粧品にしたものを売りだされたり

しています。 

また色々な検査薬ですね。動物や人の医

薬品も進めて、アルツハイマーの検査に使

えるようなものを作っています。もともと

マウスで作っていたものを、動物愛護でマ

ウスが使いにくくなり、蚕は動物愛護にぎ

りぎり引っかかるか引っかからないかとい

うことで、蚕でつくるといいものが作れる。

またラミニンというのは iPS 細胞を増やす

ときに使うもので、非常に高いです。それを

蚕でつくると安くできたというもので、こ

のようなものが世の中に出ています。人の

医薬品も、血を止める薬だったり、エイズの

治療薬だったり、良いものはできても治験

にお金がかかる。なかなか進まないという

課題があります。 

他に、今、あつまる山鹿シルクさんらと一

緒にやっていますが、新しい取り組みとし

て、経口ワクチンへの利用です。もともとシ

ルクは難消化性で、食べると消化しづらい

ということもあり、そこにワクチンを含ま

せてみてはどうか、という発想が生まれま

した。タンパク質は普通胃で分解され腸に

届かない。ということは、シルクに含ませて

食べると胃で分解されずに腸に届く。そこ

でワクチンとして働けばいいじゃないかと

いうことで、経口ワクチンとしての利用法

を開発しています。もうひとつは、抗体をシ

ルクに含ませた利用です。抗体という色々

なものをくっつけるものをシルクに含ませ

ると、ウイルスをキャッチすることができ

るのではないか、感染予防ができるのでは、

ということで開発を進めています。実際、詳

細は省きますけども、あるワクチンを作っ

て繭パウダーにしてマウスに食べさせたと

ころ、サルモネラという食中毒を起こす菌

に対する特異的な抗体ができたということ

で、詳細なデータは出しませんが、予防効果

がみられワクチンとして働くということが

わかって今注目されています。 

また、我々は遺伝子組み換え蚕生産とい

うところで繭を作っておりますけれども、

特に九州大学発ベンチャーの KAICO(株)

がニュースでたまに出ると思いますが、昆

虫だけにかかるウイルスに遺伝子を組み込

んで感染させ、体液でタンパク質を作るの

です。これも非常に研究が進んでいて、コロ
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ナウイルスの感染抗体検査キットも蚕を使

っていろんなものが作れるのです。 

専門的なものになりますが、蚕で物をつ

くることでいいのは、二酸化炭素を減らせ

る。従来の方法というのは、培養細胞で作る

と二酸化炭素がかなり出ます。ところが蚕

だと８割ほど減らせるということで、蚕を

使えば二酸化炭素の排出が削減できるので

す。今後地球温暖化への対応として重要に

なってくるということで期待されています。 

 

○広がるシルクの用途 

他にどういう用途があるか、シルクの新

素材の可能性について簡単に紹介します。

シルクは溶液になったり、粉になったり、フ

ィルムになったり、スポンジになったり、不

織布、マスクのようなものになったり、あり

とあらゆる加工ができます。プラスチック

のようにもできます。化粧品だったり、医療

材料だったり、遺伝子材料だったり、いろん

なことに使えます。もともとは手術の縫合

糸に使われていましたけども、人工血管を

使うと、徐々にこれが溶けていき新しい自

分の組織に置き換わることができます。ま

たスポンジについては、膝の変形関節症、多

くのみなさんが罹る病気ですけれども、軟

骨がすり減るところにスポンジをいれると

軟骨が再生されるということもわかってお

ります。ただこれにもやはり治験にお金が

かかったり時間がかかったりする問題があ

ります。また、これもこのあとパネルディス

カッションで紹介がありますけれども、熊

本大学のチャーリーラボとあつまる山鹿シ

ルクさんと農研機構で、このようなものを

使った生体吸収性の次世代医療機器を開発

中です。これを色々な分野に広げていきた

いと開発を進めています。 

話がずいぶん飛びますが、シルクに酵素

をくっつけて化学反応させたり、シルクに

ウイルスを殺すような物質を付けたりする

など、アイデア次第でなんでも作っていま

す。アイデアが大事で、例えばレアアースの

回収が可能なシルクを作ったりしています。

レアアースってその名の通り貴重な金属で、

色々なものに必要ですけれども、中国から

の輸入はなかなか難しい。そういうところ

で、そのレアアースを回収するシルクをつ

くろうとなりました。レアアースをくっつ

けるペプチド、それをシルクにつける。そう

するとレアアースが廃液、海水からもとれ

る。そのような研究も共同で行っています。

また、このあと島田さんが詳細を話される

と思いますが、貼るワクチンの開発です。こ

れはシルクで注射針を作り、そこにワクチ

ンを含ませて貼るだけで身体にワクチンを

吸収させるというものです。こういう新し

い方法もあるのです。 

最後の紹介になりますが、新たな注目用

途としては食品、飼料への利用です。この分

野は最近問い合わせが多いです。昆虫食ブ

ームがちょっと社会的に叩かれ下ぶりにな

っているところもありますが、昆虫食は非

常に注目されていて、世界市場がどんどん

伸びていくと予想されています。もともと

は FAO（国際連合食糧農業機関）が、2013

年に昆虫を食べようということで提言した

ことが発端です。動物性タンパク質という

のは今後も需要が増えるのですが足りない。

現在、大豆や魚粉でも足りない。これらはこ

れ以上増やせないのです。背景にはさきほ

どの繊維不足と関わっているのですが、世

界人口が 2050 年には 100 億人近くになる
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と予想されています。そうすると、タンパク

質クライシス、タンパク質が足りないとい

うことになる。そこで大豆などの栽培面積

が増えているのですが、農薬を使って環境

問題になっています。また、魚が獲れなくな

って魚粉の価格も高騰しているので、昆虫

を活用できるのではないかということです。

特に蚕は、環境への低負荷でタンパク質が

作れるという可能性が言われています。こ

れまで蚕の蛹は鯉の餌に非常に良いもの、

錦鯉の発色が良くなると言われていました

けれども、この蛹の中に免疫を活性化させ

るものがあることが分かっています。また、

うなぎに食べさせてシルクうなぎの生産養

殖に利用しようという動きがあります。他

にも、みなさんご存じのような冬虫夏草。冬

虫夏草を蚕の蛹に生やしてそれを食べる。

そうすると、その過程で認知症を改善する

物質がでてくるということで、今注目され

ています。ひと手間加えるだけで付加価値

化できるということでいろんな商品が考え

られます。 

また、他に注目されているのはアメリカ

の Mori という会社が食品の腐敗を遅らせ

ることをシルクでやろうという開発です。

シルクを水溶液にして肉やキュウリなどに

かけると新鮮な状態で保てるということで

注目されている分野です。食品のフードロ

スを防ぐという意味でも非常に注目されて

います。 

駆け足になりましたけれども、シルクと

いうのは大きな可能性があるということで、

昆虫工場として使え、タンパク質を作り、動

くバイオタンパクとして使え、糸を作る工

場としても使え、新しい素材の工場にもな

り、昆虫食の工場にもなります。例えば火星

に行った時は蚕を育てて食べるのはいいの

ではないでしょうか。今日は紹介しません

でしたが、マウスの代わりに蚕を使った実

験をやることも進められています。また、も

ともと蚕はフェロモンを嗅ぎ取る、匂いの

感度が非常に高いので、そこを遺伝子組み

換えで非常に感度の高いセンサーができる

のではないかと研究が行われています。実

は、松茸のにおいを嗅ぐ蚕ができています。

それ以外にこれからお話があります、教材

としての利用。さらに、アート、福祉などア

イデア次第で色々な業種と連携ができると

思います。ただ、これらをどうやって儲かる

ものにするのか、事業化するのかというの

が今の課題になっているところです。 

以上になりますが、昔のテレビ番組のコメ

ントで所ジョージさんが「蚕万能」といいま

したが、蚕の特長を非常によく表している

と思います。私の最後の主張としては、熊本

からぜひ蚕業革命を起こしてほしいという

ことです。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 


